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研究要旨 

糖尿病足病変（DF）のリスクについては、年間約 2%の糖尿病患者が足潰瘍を発症し、さ

らにその再発率は 3 年以内に約 50%とされる。本邦では DF の予防を主たる目的とするフ

ットケアが広く実施されているが、未だに糖尿病患者数と比較すると、フットケアを実施で

きる医療者数は十分であるとは言えない。糖尿病患者の入院する病棟スタッフに対し、フッ

トケア施行者としての教育を施し、フットケアの実施率が向上するかを検証した。 

 

A. 研究目的 

糖尿病患者は神経障害・血管障害を背景

に DF を発症するリスクが高い。米国では

糖尿病患者の約 25%が生涯に足潰瘍を合併

し、年間約 2%の糖尿病患者が足潰瘍を発症

し、また、足潰瘍は再発が多く 3 年以内に

約 50%再発するとも言われている。足潰瘍

患者の 15%以上が下肢切断に移行する。我

が国では足潰瘍罹患率の統計はなく米国よ

り低いことが予想されるが食生活の欧米化

に伴い患者増加が危惧されている。下肢切

断は患者の QOL を著しく損ない生命予後

も不良であるため足病変の早期発見・再発

予防が重要であり、看護師によるフットケ

アは有用であると考えられる。しかしなが

ら糖尿病のため入院している患者において

も十分なフットケアが実施されているとは

言い難く、フットケア提供者の拡充は必須

と考えられている。本研究では、愛知医科大

学病院糖尿病内科の病棟において、フット

ケアの前段階である足の観察フットチェッ

クの実施率を向上させるため、フットケア

に関する教育を病棟看護師に対し実施し、

その効果を検証した。 

 

B. 研究方法 

愛知医科大学病院糖尿病内科病棟の看護

師 31 名を対象とし、以下の教育を実践し、

教育の前後での糖尿病の入院患者に対する

フットチェック実施率を比較した。 

〔教育の流れ〕 

１．ナーシングスキル「フットケア」(エ

ルゼビアジャパン、

http://nursingskills.jp/)の課題を配布

し 100％正答に至るまで反復学習 

２．フットケアのチェックリストの配布と

自習 

３．フットケアの勉強会を実施 



４．フットケア外来を見学し足の観察、評

価法、患者への指導の実践を学ぶ 

５．入院患者へのフットチェックを 2 例実

施 

６．フットケア研修修了者の指導の元、フ

ットチェックを実施し合否判定 

７．入院患者へのフットチェックを実践 

 

（倫理面への配慮） 

厚生労働省・文部科学省による「人を対

象とする医学系研究に関する倫理指針」お

よび個人情報保護法に準拠している。 

 

C. 研究結果 

2020 年度末時点では病棟看護師 28 名中

22 名（76％）がフットチェック実施者であ

ったが、2021 年度初頭には異動に伴い 31

名中 20 名（63％）がフットチェック実施者、

9 名（28％）が非実施者となった。 

糖尿病内科の入院患者において、2021 年

度上半期のフットチェック実施率は66％で

あったが、下半期の同実施率は 88％であっ

た。 

 

D. 考察 

従来のフットケアに関する教育では看護

師向けの院内勉強会を実施していたが、フ

ットチェックの定着は不十分であった。本

研究では、さらに体系的な教育課程を設定

することの有用性を検証した。オンライン

教材による事前学習と習熟者によるフット

ケア外来の実践の場を見学させた上で、フ

ットチェックの実践を繰り返し実施し、最

終的に指導者から修了認定を受けることで、

フットチェックに対する認識が向上し、自

信をもって自ら実施することにつながった

と考えられる。 

 

E. 結論 

フットケア外来における管理にとどまら

ず広くフットチェックを実施することが

DF 予防の施策として重要であることを鑑

みると、本研究で検証した医療スタッフへ

の大系的フットチェック教育は今後の標準

的管理法の新たな候補となりうると考えら

れる。 
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